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念化したように（Marton, 2007; Marton & Booth, 1997），その逆を必要条件として示すものではな
い．「深い学び」それ自体は記述理論であり，処方理論ではないのである．また，「主体的」及び
「対話的」な学習方略を採ることもまた「深い学び」を特徴付ける学習へのアプローチの一種で






































































   





















   
○ 手順（５） 学習課題の要素を構造化③：到達可能行列Ｔを得る 
 「手順（４）」で得た隣接行列Ａに単位行列Ｉを加え（隣接行列の表示では，自らが自らに影響
「しない」ということになるため，自らが自らに「のみ」影響「する」単位行列を加え），行列
（Ａ＋Ｉ）を作り，ブール代数演算規則（「１＋１＝１｣ ｢１＋０＝１｣ ｢０＋１＝１｣ ｢０＋０＝０｣ ｢１×１＝１｣ 



















































































 ３．２ 事例における一対比較質問紙作成（ISM法のための概念抽出） 
 前節にて整理した手順に沿ってISM法を導入するため，その準備として，次の様に一対比較質
問紙を作成した． 
  ３．２．１ 共通概念の抽出 
 概念抽出のソースは，当該の単元で使用されている，（ａ）『中学校学習指導要領解説 保健体
育編』の「Ｃ 陸上競技」「［第３学年］」（文部科学省, 2017e, pp.92-101），（ｂ）授業担当者の指導







語とした．語の抽出はKH Coderにより行った（樋口, 2014）． 
  ３．２．２ 抽出された概念 
 上記の条件に従い抽出された概念は， 
   ・「走り高跳び」 
   ・「助走」 
   ・「踏切」 
   ・「跳躍」（「跳ぶ/ジャンプ」を含む） 
   ・「空間動作」 
   ・「着地」 
   ・「リズム」（「リズミカル」を含む） 
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